
陳 述 書 

 平成 19年 6月 22日 

 住所 ■■■■■■■■■■ 

 職業 ■■■■■■■■■■ 

 (略歴)  ■■■■■■■■■■ 

 氏名          ■  ■ ■ 

1. この度、私こと ■ ■■ において、陳述書を提出することをお許しください。     
2. 疋田哲也教諭との出会いは、私が練馬区立石神井東中学校(教頭)から、同区立中村中学
校に教頭として異動した昭和 59年 4月～同 62年 3月の期間でした。 

 中村中学校は、昭和 56年度より 3年間、文部省および練馬区教育委員会から「体力つく
り推進校」の指定を受け、「心身ともに、健康で自主的な人間の育成をめざす」研究に取

り組みました。「心とからだの健康づくり」「授業の充実」「生活指導の徹底」「クラブ

活動の充実」に具体的に取り組みました。この研究の成果が高く評価され、昭和 59年に文
部省から表彰を受け、東京都教育委員会より健康優良校としての表彰を受けております。 

 この研究に当っては、疋田教諭も積極的な勤務態度で取り組み、組織体としての学校の

活性化に寄与したと聞いております。 

 この発表後も、特に生活指導で活躍し、別紙資料(1-1,1-2,1-3)に見られるように、学年会
のチームワークを重視し、万引き防止指導や弱い者いじめ等の具体性のある実践指導資料

を提起し、指導の効果向上に貢献しました。私自身、他校に転勤後もこれらの資料を着任

校の教諭たちの研修資料として、大いに活用させていただきました。 

 理科の教科指導では、自然に対する関心や態度の向上を目指していました。身のまわり

の自然現象や自然界の中から疑問や課題を見つけ出し、進んで調べる態度を大切にし、常

に創意工夫を心がけ、生徒の興味・関心の向上に貢献しました。 

 何事にも熱心に取組む疋田教諭の指導姿勢は、同僚職員の中でも群を抜いていたことが、

強く印象に残っています。そして疋田教諭の実践は現職教諭たちの目標となるものです。 

現在、学校現場に起こっている問題を解決していくにために、疋田教諭の実践が必要です。 

 私だけではなく、多くの教育関係者が「疋田哲也教諭は東京都の学校現場に必要な人材

である。」と言っています。是非、疋田教諭の早期復職の実現をお願いいたします。 

                               ■■（印） 
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